
 

  

 

 

 

第 23回練馬労連定期大会 

安倍政治を許さない！     職場・地域から 

              仲間の団結で真っ向勝負の闘いを！！ 

 

10 月 17 日（金）午後 1 時 30 分、東京土建練馬支部会館におい

て、東京地評の松森陽一事務局長をはじめ、練馬区労協や区内友好

団体など 10 人の来賓を迎え、第 23回練馬労連定期大会が開催され

ました。 

金田議長の挨拶のあと、来賓挨拶と紹介、桑原事務局長より 2015

年度活動総括と 2016 年度方針について報告提案、続いて決算報

告と予算提案が行われ、昼食休憩をはさんで、活発な論議が

行われました。 

2015 年度の活動の特徴としては、安倍暴走政権による『戦

争立法』

に対し、

区内の労

働三団体

（区労協、

全労協、労 

上：金田議長         連）がはじ 

下：桑原事務局長      て手を組んで 

  市民団体の

運動の先導役として『戦争法ＮＯ！』の集会・

デモの開催を行い、7月 1日の第 1回目が 1350

人、さらに 9 月 1 日には 1500 人と継続した取

り組みにつくり上げてきた事があげられまし

た。国民の総意の『戦争はだめ！』の声を無視

した安倍政権は 7 月 19 日に戦争法案を強行採

決しました。地域のナショナルセンターとして、

練馬労連は、各職場の闘いの前進を勝ち取りな

がら、今後さらに、区民とともに戦争法を廃案

にし、憲法がすべての職場や暮らしのすみずみ

にまで行き届いた政治の実現の為に、オール練馬、オールジャパンで闘う方針が確認されました。 

役 職 名 氏 名 組 合 名 

議 長 金田 安夫 都教組練馬支部 

副議長 金井 茂雄 東京土建練馬支部 

副議長 伊藤 悦子 CU 東京練馬支部 

副議長 千田恵美子 健康文化会医療労組 

副議長 吉澤 利夫 郵政産業ユニオン練馬支部 

事務局長 桑原 研二 東京土建練馬支部 

事務局次長 根岸 弘子 練馬労連事務局 

事務局次長 渡辺 直樹 東京土建練馬支部 

会 計 土居 一慶 都教組練馬支部 

常任幹事 千田 国広 東映動画労組 

常任幹事 佐藤 康尚 都教組練馬支部 

常任幹事 栗原 新蔵 年金者組合練馬支部 

常任幹事 市瀬 正樹 CU 東京練馬支部 

常任幹事 阿部 弘明 CU 東京練馬支部 

常任幹事  福祉保育労向山保育園分会 

常任幹事  東京土建練馬支部 

会計監査 斉藤 理恵 福祉保育労錦華学園 

会計監査 祖父江栄一 都税練馬分会 
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第 23回定期大会 各労組・代議員からの発言より 

 

子どもと教師の未来を背負い 

       都教組練馬支部 吉川陽子代議員 

 中学教科書採択の件では大変ありがとうございました。練馬の子ど

もたちに科学的事実に基づき、多くの視点から考える事の出来る教科

書を与えられる事ができました。天皇よりも多い安倍晋三の写真ばか

りの教科書を退けられて本当に良かった。 

12 月 4 日の教育集会は、講演は池田香代子さんで「戦争の作り方」の

絵本作家。子どもや孫に読んで上げてほしい。昨年会場から保護者や働

く仲間からの励ましの意見を貰った。今年も是非成功させたい。今の子どもたちは、支える家庭で

も貧困や労働、介護の問題といろいろ背負ってきているから、４０人ぎりぎりの学級の中では見過

ごしてしまう。そして、遅くまで働かざるを得ない若い教師たちにも、社会問題、組合問題を一緒

にやっていく意味でもゆとりある 35 人学級を実現したい。 

 

薬害を引き起こす大もとＴＰＰ許さない 

健康文化会労組 千田恵美子代議員 
 

 薬剤師という仕事柄、薬害について発言をするつもりでしたが、今

日の新聞を見て気持ちが変わり、ＴＰＰについて話す事にした。ＴＰ

Ｐの内容や問題点については周知の通りですが、ＩＳＤ条項による医

薬品の安全性確保について発言をします。米国の製薬会社が作った薬に

ついて、カナダ政府が臨床結果が不十分として特許を与えなかった事に対し、米側が訴え、カナダは負

けた。米側がカナダを訴えたのが 19 件でほぼカナダが負け、多額の賠償金を支払っている。同様にメ

キシコは 17 件でこれもほぼ負け、アメリカは 23件あったがこちらはほぼ負ける事がないという実態で

す。負けないために訴えられないようにしようということになり、過度の規制緩和を引き起こす事にな

る。これまで国民が守られてきた事に強く影響を及ぼす事態になり、米

国企業を守るためのものであり、絶対に認めてはいけない。 

 

非正規労働者の権利を守るために 

                    公務公共一般労組・住友敏子代議員 

「私たち非正規保育労働者」が今年出版されました。全国の公立保育園

13 万人、その内非正規は 8 万人。非正規比率は全国平均 6 割、東京都は

41.8％で、定期昇給、一時金退職金がありません。総務庁の出した基準では、

非正規だからというのではなく、正規との仕事の内容バランスで、とあり、それをもとに闘って行きた

い。また現在争議中の、公共一般労組の中島委員長の解雇裁判の署名をお願いしたい。 



非正規労働者の権利獲得で全体運動の前進を 

郵政労働者ユニオン練馬支部 吉沢利夫代議員 

 民営化され 7 年がたち、自殺者が出るほど過酷な労働実態の郵政

の現場。この状況を変えるためには組合員を増やさなくてはならな

いと日常的に拡大をしている。深夜労働で体を壊し、何とかしたい、

労働組合の必要性を感じたと最近一人が仲間になってくれた。40 万

人の正規に対し 20万の非正規で、仕事内容は正社員並みで、非正規

あっての郵政と言っても過言ではない状態だが、給与は半分、福利

厚生はない。2 年前労働契約法 20 条が変更になりそれを適用して、

非正規労働者が裁判に立ちあがり闘っている。 

10 月 30 日に非正規労働者を中心とした集いが練馬で開催される。非正規労働者の闘いを支えることが

大事だと思う、是非多く参加をしてほしい。 

組合が頑張るから少しづつ 

                           東映動画労組 沼子哲也代議員 

アニメーションと言えば、労働条件が悪いという事で、ご多分にもれ

ずうちの会社も非常にひどい状況で働いている、まさにブラック企業。 

消費税が上がった時にフリーの人たちに単価を上げるはずが、消費税分

の転嫁がなされなかった。組合から訴えたが取り合われず、労働局から

の指導で今年になって是正分が支払われた。官庁・国の云う事にはすぐ

に対応するという会社で益々ブラック。東映労組は 3年ほど争議を抱え派

遣切、解雇闘争をしてきた。残念ながら雇用継続にはならなかったが、弁護士と相談の上、通常の 3倍

程度の金銭解決をした。民主党時代に派遣法がちょっと改善され、闘えるかと思ったが、「派遣法違反

だが、遡及はむり」とのことだった。今回改悪となりますます厳しい状況になる。法律が改悪される中

での組織化はなかなか難しいが、入社当初、保険の年金の何もなかったが今は退職金がつくようになり、

労働組合が頑張ると少しづつ良くなると思っている。 

 

「市民革命のはじまり」のことばに同感 

都教組練馬支部 佐藤康尚代議員 

 

 日本の歴史が大きく変わっていくことを様々な形で感じる。かつて

経験した事のないような闘い、運動が広がっている。その事がわが身

にどう落ちていくのか、各地でシンポジウム、学び合いが開かれてい

て練馬でも革新懇が 11 月 22 日に行う。パネリストに武蔵大の永田教

授と練馬在住のシールズの矢野さん。国会のコール「民主主義って何

だ」「これだ」、我々が主人公になっていく事、労働運動をずっとやっ

てきた我々が共感し合え、学び合える場にしたい。総がかり行動の 2000

万署名（練馬では 10 万になるが）、今後取り組むかまえです。 



誇りといのちを守るために 

福祉保育労組山彦作業所分会 玉井清司代議員 

「Ｔ4作戦」という言葉を知っていますか。ドイツナチス時代に行われた

もので、いわゆるヒトラーのユダヤ大虐殺の 2 年前におこなわれた。当時

のドイツで貼られたチラシ。椅子に座っているのが脳性マヒの人で後ろにい

るのが健康な若者。書いてあるのは、「この立派な人間が我々の世界を脅か

す病んだ人間の世話に費やしている。我々はこの図を恥ずべきではないか」

と。要は、障害を持った者の支援にはお金がかかり、国が力を入れるべきで

はないと宣伝しているチラシ。このチラシをもとに病院から助産婦さんたちに指令がいき、障害を持っ

て生れた子はすぐ注射で毒殺、小さな子どもから殺されていった。さらには 17 歳まで引き上げられ、

障害児はバスでガス室に送られた。ユダヤの大虐殺の実験的なものであり、戦争というものは、真っ先

に誇りといのちが奪われる、障害のあるもの弱いものが最初なんだという事を改めて考えさせられるチ

ラシです。 

 昨今の状況は、社会福祉法人の内部留保の問題が騒がれているがこれは大規模の事業所だけで、ほと

んどは次の事業の為に苦労してやりくりしながらやっている。株式によって利益を分配するということ

で、社会福祉法人も地域に還元しろと求められる法律が作られようとしている。職員にとっても、社会

福祉退職金共済制度という公費による制度が、外されようとしている。 

 

人間らしく、障害者や弱い人たちを守るために頑張る。 

 

ただ今争議まっ最中です 

        ＣＵ東京練馬支部 中宮文子代議員 

自分にこうした会社のトラブル

が起こるとは全然想像もしてい

なかった。今一緒に闘っていただ

いて、心強く、一歩づつすすめば

いいのかと思っている。10 年以上事務職をしていて、製造・箱詰めにいって左   

肩を痛めた。休職して 1 月から復職、軽作業なら可能だという診断書を出した

が、今も同じ作業で働く事が出来ない。皆さんのお力で解決していきたい。 

 

ＪＡＬ争議団宍戸さん     他に東京土建練馬支部の福岡代議員は、議案を読み上げて発言が、 

も物販と訴えをしました    され、次年度方針を補強する多くの活発な発言が交わされました。 

◆当面の行動 ◆                                      第一回常任幹事会 

11・27練馬区民要求実現決起集会            11月25日(水) 

      とき    2015 年 11月 27日（金） 午後 6時          午後 6時 30 分～ 

       ところ   練馬区生涯学習センター（旧練馬公民館）       練馬労連事務所 
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